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３月７日（土）第７８回知念中学校『卒業式』が行われ、中学校三年生４４人が三年間学校生活を送った知

念中学校を巣立っていきました。今年の三年生を振り返ると、早朝から正門前のボランティア清掃を年間を通

して行ってくれた生徒や、5 月の親睦球技大会では、3 年生女子グループのダンスパフォーマンスや海悟さん

の熱唱など大会を盛り上げ一年生を迎えいれました。スポーツ面では、小規模校ながら格上校の撃破や、卓球

シングルス、クラブチーム硬式野球やバスケットボールにおいて全国大会出場の快挙もありました。知念スポ

ーツ祭では、3 年生自ら考えた創作ダンスを学年一つになり何とも楽しそうにダンスを披露しました。修学旅

行では、芸達者の男子生徒らによる余興で大盛り上がりしました。帰りの生徒同士の会話の中である生徒が

「この学年サイコーだよね。この学年で本当によかった。」という会話が聞こえてきて非常にうれしく感じた

出来事もありました。 

 第 78期卒業生は、とにかく明るい、元気、男女仲がいい、そして何よりも学校生活や行事を楽しむこと

ができる才能が高く、お互いを思いやり相手を尊重し合う、素晴らしいメンバーに恵まれた学年であったと

思います。加えて、文化面やスポーツ面における活躍は大規模校にも引けを取らないどころかそれ以上の功

績を残しました。三年生は、在校生へ素晴らしいメッセージを残してくれました。今後は１，２年生がその

バトンを引き継ぎ、さらに知念中学校を発展させていくと思います。 

卒業生の皆さん、あなたたちの未来を輝くものにするのも平凡なものにするのも、すべては自分次第で

す。そして、自分の目標に向かい自分を大切にしていくことは、周りの人たちや家族も幸せにします。自分

が納得のできる最高の自分を目指し、小さな学校から大きく羽ばたいていってください。皆さんの将来が幸

せなものになることを心から願っております。がんばれ知念中７８期生！！ 

 


